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室田浩之：最新ガイドラインに基づく 皮膚疾患 診療指針 2023-'24 [皮膚瘙痒症]. 総合医学社 : 309-311, 2023.

室田浩之：皮膚疾患最新の治療2023-2024 [痒疹]. 南江堂 : 62-63, 2023.

室田浩之：これが私のベスト処方　アトピー性皮膚炎 [これが私のベスト処方～私はこう考えてこう処方してい

る～室田浩之]. 日本医学出版 : 102-108, 2023.

室田浩之, 芦田美輪：食品を介したダイオキシン類等の人体への影響の把握とその治療法の開発等に関する研究

（厚生労働行政推進調査事業費食品の安全確保推進研究事業）令和4年度総括・分担研究報告書 [油症患者にお

ける皮膚ガス分析の追加検証].  : 45-49, 2023.

松本　舞, 竹中　基, 室田浩之：デュピルマブがアトピー性皮膚炎の発汗機能及び精神不安に与える影響の検討.
アレルギー 72(6-7): 931, 2023.

室田浩之：長期寛解維持を目指すアトピー性皮膚炎診療. 西宮市医師会医学雑誌 (28): 70, 2023.

竹中　基：完全治癒を目指す爪白癬治療　外用剤からの切り替えタイミングについての考察. 西日本皮膚科

85(3): 217, 2023.

渡辺華子, 竹中　基, 西本勝太郎, 室田浩之：リンパ管型スポロトリコーシスの1例. 西日本皮膚科 85(3): 221, 2023.

下農真弘, 小池雄太, 室田浩之：小児腹壁遠心性脂肪萎縮症の2例. 西日本皮膚科 85(3): 222, 2023.

深水文惠, 小池雄太, 根井悠里江, 室田浩之：結節性痒疹を伴う木村病にデュピルマブが著効した1例. 西日本皮膚

科 85(3): 229, 2023.

中村俊介, 鍬塚　大, 鍬塚さやか, 室田浩之, 賀来敬仁, 柳原克紀：Gram染色で陽性球菌が観察された皮膚軟部組織

感染症の症例における,細菌培養検査で検出された菌種および薬剤感受性についての調査. 西日本皮膚科 85(4):
319, 2023.

中牟田瑠璃, 江原大輔, 下農真弘, 早稲田朋香, 森嵜仁美, 小池雄太, 室田浩之：全身性強皮症にリツキシマブを投

与した1例. 西日本皮膚科 85(4): 319, 2023.

立石芙美香, 江原大輔, 芦田美輪, 室田浩之：ステロイド内服患者における長期骨粗鬆症予防治療の注意点. 西日

本皮膚科 85(4): 320, 2023.

米倉健太郎, 鶴田紀子, 宮城拓也, 小池雄太, 東　裕子, 桑代麻希, 中原剛士, 大畑千佳, 金子　栄, 山口道也, 池田賢

太, 原田佳代, 齊藤華奈実, 柳瀬哲至, 今福信一：乾癬患者におけるHTLV-1抗体陽性率と治療選択に与える影響を

明らかにするための多施設共同観察研究. 西日本皮膚科 85(3): 241, 2023.

市来　澪, 村山直也, 下農真弘, 渡辺華子, 深水文惠, 里見直義, 服部尚子, 中村俊介, 中島真帆, 森嵜仁美, 松本舞, 神
尾芳幸, 鍬塚　大, 室田浩之：全身性エリテマトーデスに伴う皮膚潰瘍に対して圧迫療法の徹底管理を含む集学

的治療を行った1例. 西日本皮膚科 85(4): 317, 2023.

深水文惠, 森嵜仁美, 村山直也, 芦田美輪, 竹中　基, 室田浩之：白斑に対するミニグラフト療法の治療経験. 西日

本皮膚科 85(4): 317, 2023.

鍬塚さやか, 小池雄太, 鍬塚　大, 山岡俊文, 室田浩之：ケラチノサイトのクローディン7は,乾癬表皮の顆粒層に高

発現しており,HMG-CoA還元酵素阻害により発現が低下する. 西日本皮膚科 85(4): 318, 2023.

服部尚子, 小池雄太, 竹中　基, 室田浩之：乾癬に対するIL-17阻害剤投与中にアトピー性皮膚炎を発症した1例. 西
日本皮膚科 85(4): 318, 2023.

市来　澪, 鍬塚　大, 中島真帆, 塚崎直子, 室田浩之：病歴からヒトアジュバント病を考えた顔面肉芽腫の1例. 西
日本皮膚科 85(4): 319, 2023.
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下窄和茅, 谷村　進, 室田浩之, 武田弘資：新規メラニン産生スクリーニング系の構築と応用　尋常性白斑治療薬

の開発を目指して. 日本生化学会大会プログラム・講演要旨集 96回: [2P-635], 2023.

岩永　聰, 室田浩之：弾性線維性仮性黄色腫の遺伝子解析結果と現状について. 西日本皮膚科 85(5): 413, 2023.

室田浩之：皮膚から考えるスポーツ科学　発汗と皮膚. 体力科学 72(1): 119, 2023.

竹中　基, 西本勝太郎：皮膚真菌症の疫学調査　長崎大学における表在性真菌症の疫学調査　1966年〜2020年.
日本医真菌学会雑誌 64(Suppl.1): 66, 2023.

芦田美輪, 室田浩之, 田代将人：COVID-19に関連する皮膚症状の病理組織学的特徴. 日本皮膚科学会雑誌 133(5):
1209, 2023.

松本　舞, 竹中　基, 室田浩之：痒疹治療の工夫. 日本皮膚科学会雑誌 133(5): 1259, 2023.

早稲田朋香, 竹中　基, 室田浩之, 西本勝太郎, 篠田英和：西九州地方における2016年〜2021年間のMicrosporum
canis感染症の動向　小児頭部白癬の治療の問題点. 西日本皮膚科 85(4): 320-321, 2023.

竹中　基, 田崎典子, 松本　舞, 室田浩之：長崎大学でのアトピー性皮膚炎に対するデュピルマブの使用状況の検

討. 西日本皮膚科 85(4): 321, 2023.

村山直也, 室田浩之, 田中義正：発汗を制御する新規創薬. 西日本皮膚科 85(4): 321-322, 2023.

岩永　聰, 室田浩之：【教育講演．成人期に発症することの多い遺伝性皮膚疾患】弾性線維性仮性黄色腫と鑑別

疾患. 日本皮膚科学会雑誌 133(5): 1269, 2023.

室田浩之：痒疹型のアトピー性皮膚炎の疾病負荷. 日本皮膚科学会雑誌 133(5): 1305, 2023.

室田浩之：これからのスキンケアを考える　コレステロールの可能性. 日本皮膚科学会雑誌 133(5): 1324, 2023.

樋口実里, 鍬塚さやか, 早稲田朋香, 室田浩之：特発性後天性全身性無汗症に対するステロイドパルス療法の治療

成績　単施設後方視的研究. 日本皮膚科学会雑誌 133(5): 1358, 2023.

立石芙美香, 村山直也, 中牟田瑠璃, 田中　彩, 渡辺雅久, 室田浩之：周術期無影灯への曝露対策を講じ,乳房切除術

を実施しえた骨髄性プロトポルフィリン症の1例. 日本皮膚科学会雑誌 133(5): 1358, 2023.

室田浩之, 有馬和彦, 吉田拓生, 藤田浩之：本邦における結節性痒疹患者の潜在的治療ニーズの探索. 日本皮膚科

学会雑誌 133(5): 1386, 2023.

室田浩之：汗と皮膚疾患　アトピー性皮膚炎を含めて. 日本発汗学会総会プログラム・抄録集 31回: 21, 2023.

樋口実里, 鍬塚さやか, 早稲田朋香, 室田浩之：特発性後天性全身性無汗症に対するステロイドパルス療法の有効

性予測因子の検討. 日本発汗学会総会プログラム・抄録集 31回: 28, 2023.

松本武浩, 木下琢也, 阪本純也, 臼井哲也, 岩元　泉, 藤沢章令, 辻　明美, 高石恭子, 山下利佳, 野上朋幸, 伊藤眞由

美, 室田浩之：長崎県の地連「あじさいネット」を利用した皮膚科難病レジストリ構築. 医療情報学連合大会論

文集 43回: 657-660, 2023.
江原大輔, 安井　潔, 村岡大輔, 岡本幸子, 池田裕明：フェロトーシス現象を利用した養子免疫療法における腫瘍

内不均一性の克服. 日本がん免疫学会総会プログラム・抄録集 27回: 103, 2023.

安井　潔, 江原大輔, 岡本幸子, 峰野純一, 村岡大輔, 小郷尚久, 浅井章良, 室田浩之, 池田裕明：腫瘍不均一性の克

服へ向けた新規化合物のスクリーニング. 日本がん免疫学会総会プログラム・抄録集 27回: 157, 2023.
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8 .
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10 .
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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

竹中　基, Kim S, Kwatra S, Praestgaard A, Makhija M, Zahn J, Wiggins S：結節性痒疹に対するDupilumab第3相試験

のアジア人サブグループ解析　PRIME及びPRIME2試験併合解析. 日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術大会プ

ログラム・抄録集 53回: 229, 2023.

羅　倩雯, 加藤寛子, 原　武史, 種村　篤, 中川幸延, 室田浩之, 富永真琴, 関口清俊, 藤田郁尚：ヒトエクリン汗腺

におけるTRPチャネルの発現と機能の解析. 日本発汗学会総会プログラム・抄録集 31回: 44, 2023.

深水文惠, 鍬塚　大, 市来　澪, 室田浩之：右踵部に生じたG-CSFおよびPTHrP産生紡錘形細胞型有棘細胞癌の1例.
日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会プログラム・抄録集 39回: 226, 2023.

室田浩之：結節性痒疹の痒み　アトピー性皮膚炎との共通点と類似点. 日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術大

会プログラム・抄録集 53回: 162, 2023.

池永恵理, 竹中　基, 早稲田朋香, 中島真帆, 室田浩之：長崎大学病院におけるEnfortumab Vedotinによる皮膚障害

のまとめ. 日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術大会プログラム・抄録集 53回: 223, 2023.

室田浩之・教授
理事（学術委員会委員長, 雑誌委員会JDS
Editorial Board, 将来計画検討委員会委
員、ISID2023実行委員会）

日本研究皮膚科学会

1 1 9 11 1 37

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

室田浩之・教授
理事 (広報・渉外委員会委員長、学術委員
会副委員長、将来計画検討委員会委員、医
療戦略委員会委員)

日本皮膚科学会

室田浩之・教授 油症対委員会委員 長崎県

室田浩之・教授 理事 日本皮膚科心身医学会

室田浩之・教授 Board member (Secretary)
International Forum for Study of Itch
(IFSI)

室田浩之・教授 副理事長 日本発汗学会

室田浩之・教授 理事 日本白斑学会

室田浩之・教授 理事 (副理事長、将来計画委員会委員長) 日本皮膚免疫アレルギー学会

室田浩之・教授 油症研究班班長 長崎県

室田浩之・教授
"Allergology International" editorial
board

日本アレルギー学会

室田浩之・教授 評議員 日本乾癬学会

小池雄太・講師 評議員 日本皮膚免疫アレルギー学会

岩永　聰・助教 代議員 日本皮膚科学会西部支部

竹中　基・准教授 指定難病審査会委員 長崎県

鍬塚　大・講師 評議員 日本皮膚外科学会

室田浩之・教授 長崎県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 長崎県

竹中　基・准教授 評議員 日本皮膚免疫アレルギー学会

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

室田浩之・教授 厚生労働省 代表
厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患政策
研究事業「発汗異常を伴う稀少難治療性疾患
の治療指針作成、疫学調査の研究」
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特 許

その他
 非常勤講師

室田浩之・教授 株式会社マンダム、大阪大学 ヒト皮膚を用いた発汗障害のメカニズム解明研究

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「原発性局
所多汗症症状に対する不安尺度の開発及び不
安軽減のための心理療法の開発」

室田浩之・教授 日本白斑学会 代表

スタートアップ研究助成「長崎県海洋微生物
抽出物および天然有機化合物ライブラリーを
用いたメラニン合成制御に関わる新規化合物
の探索と創薬への応用」

室田浩之・教授 ホーユー株式会社 皮膚疾患における経皮吸収及びその後の生体反応研究

室田浩之・教授 厚生労働省 分担

厚生労働行政推進調査事業費補助金（食品の
安全確保推進研究）「食品を介したダイオキ
シン類等の人体への影響の把握とその治療法
の開発等に関する研究」

室田浩之・教授 厚生労働省 分担
厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患政策
研究事業「稀少難治性皮膚疾患に関する調査
研究」

松本　舞・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「魚介アレル
ギー患者の血清IgEの測定とアレルゲンの同
定」

小池雄太・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「Mixed
Realityと人工知能で実現する関節リウマチ遠
隔医療システムの構築」

鍬塚さやか・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「剥脱性口唇炎
の病態の探索：唾液に関する検討」

室田浩之・教授

室田浩之・教授
ヴェ・マン・フィス香料株式会
社

香りによるエクリン汗腺の嗅覚受容体の(不)活性化によ
る発汗制御研究

室田浩之・教授 株式会社資生堂
皮膚疾患の患者汗サンプルの網羅的解析による病態の解
析

小池雄太・講師
株式会社 インテグリティ・ヘル
スケア

稀少難治性皮膚疾患領域におけるePROを活用したフィー
ジビリティスタディ

鍬塚さやか・助教 株式会社マンダム 剥脱性口唇炎の病態の探索：唾液に関する検討

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

室田浩之・教授 乾癬の判定のための測定方法 2009年12月11日 2013年4月5日 特許5234666

室田浩之・教授 乾癬予防治療剤 2010年10月15日 2015年1月16日 特許5678566

室田浩之・教授
嗅覚受容体を介した香料による
発汗制御

2020年2月10日 出願中 特願2020-020740

室田浩之・教授
皮膚疾患抑制剤のスクリーニン
グ方法

2023年11月8日 出願中 特願2023-191001

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

室田浩之・教授 非常勤講師（皮膚科学） 大阪大学医学部
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 新聞等に掲載された活動
氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日

活動内容の概要と
社会との関連

室田浩之・教授 発汗異常症の新規治療薬
ラジオNIKKEI医学
講座

2023年1月10日
多汗症について原因や現況、
新しい治療法などについて解
説した

室田浩之・教授
エクリン汗腺に発現する機能
的嗅覚受容体を発見！匂いの
成分で発汗調節が可能に

プレスリリース 2023年3月29日
JID Innovationに掲載された
論文について解説した

室田浩之・教授

皮膚病の革新的病態研究を通
した科学技術開発によるプラ
ネタリーヘルスの推進～世界
初の発見 治療薬の開発に期
待－皮膚に特定のにおい香
料、汗の量を調節可能に

イブニング長崎 2023年3月29日
特定の香料で発汗量を調節可
能とする研究について取材を
受けた

室田浩之・教授 背中のかゆみ 強くかかない 読売新聞 2023年1月20日
乾燥する冬季の背中の痒みに
ついて、ケアの仕方や生活習
慣の見直しについて述べた

室田浩之・教授
室田氏に県科学技術大賞 長
崎大大学院教授 香料で発汗
制御

読売新聞 2023年3月28日
長崎県科学技術大賞の受賞に
ついて取材を受けた

室田浩之・教授 無汗症または乏汗症
ヘルシーファミ
リー倶楽部

2023年6月1日
無汗症や乏汗症の概要、原
因、検査や治療法について解
説した

室田浩之・教授 腋臭症（わきが）
ヘルシーファミ
リー倶楽部

2023年6月1日
腋臭症（わきが）の概要、原
因、検査や治療法について解
説した

室田浩之・教授
【きょうのセカンドオピニオ
ン】汗が全く出ない

毎日新聞 2023年4月12日

汗が全く出ない症状につい
て、特発性後天性全身性無汗
症(AIGA)の可能性や、日常生
活での工夫についてアドバイ
スした

室田浩之・教授 多汗症
ヘルシーファミ
リー倶楽部

2023年6月1日
多汗症の概要、原因、検査や
治療法について解説した

室田浩之・教授
【多汗症治療最前線】βイオ
ノンによる発汗制御の研究

おはよう日本 2023年7月23日
「多汗症治療最前線」特集の
中で、βイオノンによる発汗
制御の研究について解説した

室田浩之・教授
汗が関わる疾患 血汗症、
sticky palmとは何か.

Medical Tribune 2023年9月21日

汗と皮膚疾患との関係を解
説、発汗外来で印象に残った
血汗症、sticky palmの症例に
ついて紹介した

室田浩之・教授

昔から汗かきで、脇や顔から
滴り落ちるほど汗が出ます。
寝汗はかきませんが、昼間は
仕事に影響があり、とても悩
んでいます。

夏のけんこう 2023年6月1日
局所多汗症についてアドバイ
スを行った

室田浩之・教授
汗のお悩み改善!臭いベタつ
き熱中症予防まで

あしたが変わるト
リセツショー

2023年6月8日

汗腺のしくみについて解説
し、暑くなる前の「暑熱順
化」の方法や有用性について
解説した

室田浩之・教授
原発性手掌多汗症に新薬 保
険診療で処方可能

十勝毎日新聞 2023年10月16日

原発性手掌多汗症について解
説、6月に発売された新薬につ
いて紹介した

室田浩之・教授
原発性手掌多汗症に新薬 保
険診療で処方

八重山毎日新聞 2023年10月21日

原発性手掌多汗症について解
説、6月に発売された新薬につ
いて紹介した
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 学術賞受賞

 特筆すべき事項

同門会事務局長を20年以上に
わたり務め、1999年10月以
降、教授交代の中で、新患外
来、旧患外来、アレルギー外
来を通じて、同門会の先生方
へ貢献した

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

室田浩之・教授 令和4年度⻑崎県科学技術⼤賞 長崎県
⽪膚病の⾰新的病態研究を通し
た科学技術開発によるプラネ
タリーヘルスの推進

①カネミ油症の診断、治療の改善を目的とした厚生労働省の食品の安全確保推進研究事業に参加し、油症検診(昭
和43年以来、毎年県下各地での検診に参加)、研究事業（油症患者の皮膚ガスを解析し、血中ダイオキシンと関連
のある成分について発表）を行っている。
②ひふの日の公開講座の開催に協力し、啓発活動を行っている。
③日本皮膚科学会とファイザーによるアトピー性皮膚炎の適切な診断・治療・管理指導の更なる促進・普及プロ
グラムの助成を受け、アトピー性皮膚炎に関連する医療への平等なアクセス促進と、すべての医療従事者の負担
軽減について研究を行っている。

鍬塚さやか・助教 奨励賞 長崎大学皮膚科同門会
家庭と職場を両立し、臨床、
研究で女性医師の模範になっ
ていること

芦田美輪・助手
The Journal of Cutaneous
Immunology and Allergy, Best
Paper Award

日本皮膚免疫アレルギー
学会

Ashida M, Morimoto S,
Yozaki M, Ehara D, Koike Y,
Murota H: Evaluation of
sweating responses in
patients with systemic
connective tissue disorders
using the quantitative
sudomotor axon reflex test.
J Cutan Immunol Allergy
5(6): 208-216, 2022.

室田浩之・教授
令和5年度アトピー性皮膚炎臨床
研究奨励賞 論文賞

日本皮膚科学会大阪地方
会

Murota H, Koike Y, Morisaki
H, Matsumoto M, Takenaka M:
Exacerbating factors and
disease burden in patients
with atopic dermatitis.
Allergol Int 71(1): 25-30,
2022.

竹中　基・准教授 奨励賞 長崎大学皮膚科同門会
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